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第27回鳥人間コンテスト選手権大会
日時 ７月26日㈯ 13:00～日没

27日㈰ 6:00～15:00
場所 松原水泳場
真夏の湖を舞台に、大空に夢をか
ける人々によって競われます。

松原水泳場・新海浜水泳場開設
期間 松原　　７月25日㈮～８月17日㈰

新海浜　７月26日㈯～８月17日㈰

北びわ湖大花火大会
日時 ８月１日㈮ 19:45～21:00
場所 彦根港
夏の夜空を１万発の花火が彩ります。ウルトラスーパー
スターマインや花火師創作による芸術花火など見どころ
いっぱい。夢のひとときをお楽しみください。

彦根七夕まつり
期間 ８月１日㈮～８日㈮
場所 駅前・佐和町・中央・銀座・橋

本・登り町グリーン通り、花しょ
うぶ通り各商店街

色とりどりの七夕飾りで街中が彩られ
ます。

彦根ゆかたまつり
日時 ８月３日㈰ 14:00～21:00
場所 夢京橋キャッスルロード
抽選会や屋台村、ストリートライブな
どの催しがあり、ゆかたで参加すると豪
華景品が当たるかも…。

彦根万灯流し
日時 ８月６日㈬ 18:00～21:00
場所 芹川堤（芹橋～後三条橋間）
灯ろうに願い事を書いて、そっと川面
に流します。闇に浮かぶたくさんの行
灯（あんどん）が、とても幻想的。

彦根ばやし総おどり
日時 ８月８日㈮ 17:00～21:00
場所 銀座・中央・橋本・登り町グリー
ン通り、花しょうぶ通り各商店街
「彦根ばやし」にのせて踊り歩く、見
て楽しい、踊ってなお楽しい総おどり。
飛び入りの参加も歓迎です。

問い合わせ先 彦根観光協会☎23-
0001、 観光課☎22-1411（内線33
3）、FAX22-1398

夏休みのイベントガイド

８月は「道路ふれあい月間」。皆さんに道路の役割と重要性
を改めて知っていただき、大切な道路を大事にしていくための、
さまざまな催しが行われます。
その一環として開催される「親子ふれあい劇場～わくわくフ
ァンタジーロード2003～」に、1,200人を無料招待します。
日　　時 8月8日㈮ 13:30～15:30
場　　所 ひこね市文化プラザ　グランドホール
内　　容 ◎オープニング・ファミリーコンサート

（出演　彦根市フィルハーモニックShiga）
◎「ポケットモンスター」ショー
◎クイズ　ファンタジー・ロード冒険の道
◎超腹話術スーパーイリュージョン
「いっこく堂」ライブステージ（写真）

募集人数 1,200人（応募者多数のと
きは抽選）
応募方法、問い合わせ先 往復はがき
の往信の裏に住所、氏名、来場希望
数（大人・子ども別に、計5人まで）
を書いて〒520-8585 大津市鶴の里
16-1びわ湖放送「親子ふれあい劇場」
彦根会場係☎077-524-0153へ。
応募期限 7月25日㈮消印有効

※広域広報紙「みらいふる」で７月27日開催と
お知らせしましたが、日程が変更されました。
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っ
て
い
な
い
人
は
、
彦
根
保
健
所

で
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
の
受
付
は
、
平
成
16
年
１
月

ご
ろ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し

い
こ
と
は
、「
広
報
ひ
こ
ね
」
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課

☎
◯　 23　
９
５
９
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　26　
１

７
６
８
番

水
遊
び
場
を
開
設
し
ま
す

７
月
20
日
㈰
か
ら
８
月
10
日
㈰
ま

で
、
外
馬
場
公
園
（
京
町
二
丁
目
）
と

多
景
公
園
（
八
坂
町
・
ふ
れ
あ
い
の
館

南
隣
）
に
水
遊
び
場
を
開
設
し
ま
す
。

自
由
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
す
る
と
き
の
お
願
い

☆
水
遊
び
場
は
幼
児
を
対
象
に
し
て

い
ま
す
。
必
ず
保
護
者
が
同
伴
し

て
く
だ
さ
い
。

☆
け
が
を
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
、

絶
対
に
土
足
で
入
ら
な
い
で
く
だ

さ
い
。

☆
ペ
ッ
ト
を
中
に
入
れ
た
り
、
洗
っ

た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

☆
水
着
な
ど
、
水
遊
び
に
適
し
た
服

装
で
遊
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
Ｏオ

ー-

１
５
７
が
流
行
し
た
と
き
な

ど
に
は
、
閉
鎖
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

都
市
計
画
課
☎

◯　22　
１
４
１
１
番
内
線
２
５
９
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　24　
８
５
１
７
番

金
亀
公
園
野
球
場

ナ
イ
タ
ー
設
備
が
一
時
使
え
ま
せ
ん

ナ
イ
タ
ー
照
明
設
備
を
改
修
工
事

す
る
た
め
、
７
月
22
日
㈫
〜
９
月
30

日
㈫
の
71
日
間
は
、
金
亀
公
園
野
球

場
の
ナ
イ
タ
ー
設
備
が
使
え
ま
せ

ん
。な

お
、
日
中
は
球
場
を
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
が
、
工
事
用
の
足
場
な

ど
の
工
事
の
た
め
、
７
月
22
日
㈫
〜

８
月
５
日
㈫
と
９
月
10
日
㈬
〜
同
20

日
㈯
の
計
21
日
間
は
、
終
日
利
用
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
体
育
セ
ン
タ

ー
☎
◯　 23　
２
２
９
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　 23　

２
２
９
４
番

特
定
疾
患
り
病
者
見
舞
金

支
給
制
度
が
一
部
変
わ
り
ま
す

今
年
度
か
ら
、
制
度
の
一
部
が
次

の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

支
給
金
額

１
人
月
額
千
円

申
請
時
の
添
付
書
類

県
が
発
行
す

る
特
定
疾
患
患
者
手
帳
（
特
定
疾

患
医
療
受
給
者
証
）

※
今
年
度
か
ら
、
新
規
・
継
続
に
か

か
わ
ら
ず
、
申
請
時
に
は
特
定
疾

患
患
者
手
帳
が
必
要
で
す
。（
診

断
書
で
の
受
付
は
し
ま
せ
ん
。）

対
象
に
な
る
人
で
現
在
手
帳
を
持

▼６月21日、市立図書館で開催された

25周年記念講演会

出
雲

い

ず

も

孝
子
さ
ん
（
中
藪
一
丁
目
）

次回のこの欄に登場するのは、あなたかも？

身近なニュース、まちの話題などをお知らせください

市情報政策課広報係☎22-1411（内線431）

マイク＆カメラ　市民インタビュー室

・・・・・
・・

・・・・・
・・

・・・・・
・・
・

・・・・・
・・

・・・・
・・ ・・・・
・ ・・・・

マイク＆カメラ　市民インタビュー室

・・・・・
・・

・・・・・
・・

・・・・・
・・
・

・・・・・
・・

・・・・
・・ ・・・・
・ ・・・・

彦
根
地
歴
グ
ル
ー
プ
は
、
彦
根
に
移
り
住
ん
で
き
た
女
性

た
ち
が
、
地
元
の
歴
史
を
知
り
た
い
と
、
郷
土
史
家
久
保
田

弥
一
郎
氏
の
も
と
に
集
ま
っ
て
、
昭
和
53
年
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
生
き
字
引
と
言
わ
れ
た
氏
か
ら
、
彦
根
の
事
跡
や

伝
承
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
６
年
後
、
氏
が
亡
く
な

ら
れ
た
後
も
、
地
道
に
歴
史
を
学
び
た
い
と
の
熱
意
を
く
ん

で
、
お
お
ぜ
い
の
講
師
か
ら
温
か
く
指
導
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
古
代
史
、
城
郭
、
仏
教
美
術
、
古
文
書
、
郷

土
史
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
の
先
生
に
よ
る
、
月
に
１
回

の
勉
強
会
を
続
け
、
こ
の
ほ
ど
25
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

公
開
講
座
と
し
て
開
催
し
た
記
念
講
演
会
は
、
県
立
大
学

の
京き

ょ
う

樂ら
く

真ま

帆ほ

子こ

先
生
に
よ
る
「
古
代
・
中
世
　
彦
根
を
通

っ
た
女
性
た
ち
」
で
す
。
今
ま
で
男
性
の
講
師
か
ら
歴
史
を

聞
い
て
き
た
私
た
ち
は
、
女
性
の
講
師
に
よ
る
女
性

の
目
か
ら
見
た
歴
史
に
新
鮮
な
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

歴
史
の
表
舞
台
に
立
つ
男
性
の
足
跡
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る

中
、
女
性
の
活
動
を
記
録
し
た
乏
し
い
資
料
を
探
っ
て
の
興

味
深
い
お
話
し
で
し
た
。
一
般
参
加
の
皆
さ
ん
に
も
じ
ゅ
う

ぶ
ん
満
足
し
て
い
た
だ
け
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

25
年
の
積
み
重
ね
の
中
で
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
で
手
ほ
ど
き

を
受
け
、
古
代
史
や
古
文
書
解
読
で
は
素
人
離
れ
し
た
人
も

出
て
ま
い
り
ま
し
た
。
地
歴
グ
ル
ー
プ
の
役
目
は
終
え
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
例
会
の
記
録
を
「
25
年
記
念
文
集
」
と
し

て
ま
と
め
、
ご
支
援
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
感
謝
し
つ
つ
解

散
し
、
希
望
者
で
「
古
典
を
読
む
会
」
と
し
て
再
出
発
い
た

し
ま
す
。

小野さん（右）と、カ

トマンズ・モデル・ホ

スピタルの院長、バラ

ット・プラダハンさん

小
野
順
四
郎
さ
ん
（
大
藪
町
）

使
わ
な
く
な
っ
た
旧
市
立
病
院
の
ベ
ッ
ド
１
７
０
台
な
ど

を
、無
事
に
ネ
パ
ー
ル
の
病
院
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

旧
市
立
病
院
の
ベ
ッ
ド
を
載
せ
た
コ
ン
テ
ナ
は
、
昨
年
11
月

１
日
に
大
阪
南
港
を
船
で
出
発
し
ま
し
た
。
韓
国
の
プ
サ
ン
経

由
で
イ
ン
ド
の
カ
ル
カ
ッ
タ
に
着
い
た
の
が

同
20
日
。
そ
の
後
、
陸
路
を
10
日
以
上
か
け

て
ネ
パ
ー
ル
に
運
び
ま
し
た
。
カ
ル
カ
ッ
タ

の
港
や
国
境
付
近
で
足
止
め
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
予
定
か
ら
約
１
月
半
遅
れ
の
１
月
27

日
に
、
ネ
パ
ー
ル
の
首
都
カ
ト
マ
ン
ズ
に
あ

る
病
院
「
カ
ト
マ
ン
ズ
・
モ
デ
ル
・
ホ
ス
ピ

タ
ル
」
に
無
事
届
き
ま
し
た
。

市
立
病
院
か
ら
ベ
ッ
ド
を
譲
り
受
け
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
と

き
に
は
、
送
り
届
け
る
方
法
は
ど
う
す
る
の
か
、
本
当
に
向
こ

う
の
病
院
が
使
っ
て
く
れ
る
の
か
な
ど
、
不
安
や
心
配
が
あ
り

ま
し
た
が
、
お
お
ぜ
い
の
人
の
協
力
で
目
的
を
果
た
せ
、
ほ
っ

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
郵
便
や
街
頭
募
金
な
ど
で
寄
付
を
い

た
だ
い
た
方
々
に
も
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

５
月
25
日
に
、
現
地
に
よ
う
す
を
見
に
行
っ
て
み
る
と
、
病

院
の
す
べ
て
の
病
室
に
、
新
し
く
ペ
ン
キ
を
塗
り
直
さ
れ
た
市

立
病
院
の
ベ
ッ
ド
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
あ
ち
ら
の
ベ
ッ
ド

よ
り
も
使
い
勝
手
が
い
い
そ
う
で
、
た
い
へ
ん
に
喜
ば
れ
て
い

ま
す
。

ネ
パ
ー
ル
で
使
わ
れ
て
い
る

市
立
病
院
の
ベ
ッ
ド

出雲さん

▲特別なフィルタを装着すれば、太陽も観測できます

宮
崎
さ
ん
︵
中
央
︶
と

天
文
ク
ラ
ブ
の
友
達
の

森
居
亮
り
ょ
う

子こ

さ
ん
︵
左
︶

と
千ち

木ぎ

良ら

郁ふ
み

尚ひ
さ

さ
ん

▲
水
星
や
金
星
を
探
す

の
に
使
っ
た
望
遠
鏡

宮
崎
栞し

お
り

さ
ん
（
若
葉
小
６
年
）

６
月
21
日
、
彦
根
市
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
た
「
特
別
編
天
体
観
望
楽-

昼
の
空
よ

り
　
水
星
と
金
星
を
さ
が
そ
う-

」
に
参
加
し

ま
し
た
。
私
は
、
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
の
天
文
ク

ラ
ブ
に
入
っ
て
い
て
、
今
ま
で
に
す
ば
る
や
ア

ン
ド
ロ
メ
ダ
星
雲
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

で
も
、
昼
間
に
水
星
や
金
星
を
見
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

始
め
に
セ
ン
タ
ー
の
人
か
ら
説
明
を
聞
き
ま

し
た
。
水
星
や
金
星
は
、
昼
間
は
太
陽
の
光
が

強
い
の
で
、
な
か
な
か
見
え
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
、

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
、「
シ
ュ
ミ
ッ
ト
カ

セ
グ
レ
ン
式
」
と
い
う
直
径
30
㎝
の
新
し
い

望
遠
鏡
を
使
っ
て
探
す
の
で
す
が
、
も
の
す
ご

く
難
し
い
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

目
で
見
え
な
い
の
で
、
望
遠
鏡
を
正
確
に
設

置
し
、
小
さ
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て
水
星

や
金
星
の
位
置
を
計
算
し
て
、
望
遠
鏡
の
角
度

を
あ
わ
せ
る
の
で
す
。
け
れ
ど
も
、
う
っ
す
ら

と
空
に
出
て
い
た
雲
が
じ
ゃ
ま
し
て
、
こ
の
日

は
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
後
、
４
階
に
あ
る
20
㎝
の
屈
折
式
望

遠
鏡
で
太
陽
を
観
測
し
ま
し
た
。
私
は
、
太
陽

を
観
測
す
る
の
は
初
め
て
で
し
た
。
丸
い
太
陽

か
ら
ひ
げ
の
よ
う
に
伸
び
て
い
る
炎
（
プ
ロ
ミ

ネ
ン
ス
）
や
、
黒
い
し
み
の
よ
う
な
黒
点
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
１
階
に
降
り
て
、
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
初
夏
の
星
空
に
つ
い
て
説
明

を
聞
い
た
後
、
さ
っ
き
見
た
太
陽
を
ス
ケ
ッ
チ

し
ま
し
た
。

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
の
催
し
に
参
加
す
る
よ
う

に
な
っ
て
３
年
目
で
す
が
、
ま
だ
見
て
な
い
遠

く
の
星
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
見
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▼
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募　集
「
新
成
人
の
つ
ど
い
」

実
行
委
員

新
成
人
の
あ
な
た
、
平
成
16
年
１

月
11
日
㈰
に
開
く
「
新
成
人
の
つ
ど

い
」
の
企
画
・
運
営
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
き
っ
と
大
き
な
感
動
が
あ
る

は
ず
で
す
〈
活
動
内
容
〉実
行
委
員

会
に
参
加
し
て
内
容
の
企
画
を
し
た

り
、
当
日
の
運
営
に
携
わ
っ
た
り
し

ま
す
〈
申
込
資
格
〉昭
和
58
年
４
月

２
日
〜
同
59
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ

た
人
お
よ
び
活
動
意
欲
の
あ
る
青
年

〈
申
込
期
限
〉８
月
20
日
㈬

〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課
☎
◯　24　
７
９
７
１
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　 23　
９
１
９
０
番

第
７
回
市
立
病
院

医
療
安
全
セ
ミ
ナ
ー

新
し
い
市
立
病
院
が
１
周
年
を
迎

え
、
こ
れ
ま
で
職
員
向
け
に
開
催
し

て
い
た
医
療
事
故
防
止
に
関
す
る

「
医
療
安
全
セ
ミ
ナ
ー
」
の
内
容
を

改
め
、
広
く
一
般
か
ら
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。〈
テ
ー
マ
〉「
医
療
の
質

と
安
全
の
確
保
に
つ
い
て
」〈
講
師
〉

京
都
大
学
医
学
部
付
属
病
院
医
療
安
全
室
長

廣
瀬
昌
博
さ
ん
〈
日
時
〉７
月
30
日

㈬

午
後
６
時
〜
同
７
時
30
分
〈
場

所
〉市
立
病
院
３
階
講
堂
〈
参
加
費
〉

無
料
〈
定
員
〉１
０
０
人
〈
申
込

方
法
、
問
い
合
わ
せ
先
〉住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
と
「
医
療
安
全
セ
ミ

ナ
ー
受
講
希
望
」
の
旨
を
☎
◯　22　
６
０

５
０
番
内
線
３
５
１
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

◯　26　
０
７
５
４
番
、E

-m
ail:info@

m
u

n
icip

a
l-h

p
.h

iko
n

e
.sh

ig
a

.jp

へ
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

〈
受
験
資
格
〉次
の
①
〜
④
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人
①
就
学
義
務
猶
予

免
除
者
ま
た
は
就
学
義
務
猶
予
免
除

者
だ
っ
た
人
で
、
平
成
16
年
３
月
31

日
ま
で
に
15
歳
以
上
に
な
る
人
②
保

護
者
が
就
学
さ
せ
る
義
務
の
猶
予
ま

た
は
免
除
を
受
け
ず
、
平
成
16
年
３

月
31
日
ま
で
に
15
歳
に
達
す
る
人

で
、
今
年
度
の
終
わ
り
ま
で
に
中
学

校
を
卒
業
で
き
な
い
と
見
込
ま
れ
る

こ
と
に
つ
い
て
、
や
む
を
得
な
い
理

由
が
あ
る
と
文
部
科
学
大
臣
が
認
め

た
人
③
平
成
16
年
３
月
31
日
ま
で
に

16
歳
以
上
に
な
る
人
④
日
本
国
籍
を

有
し
な
い
人
で
、
平
成
16
年
３
月
31

日
ま
で
に
15
歳
以
上
に
な
る
人

〈
試
験
日
〉11
月
４
日
㈫

〈
試
験
科

目
〉国
語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
、

外
国
語
（
英
語
、
申
請
に
よ
り
ド
イ

ツ
語
ま
た
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
の
受
験

も
で
き
ま
す
。）〈
試
験
会
場
〉滋
賀

県
職
員
会
館
大
ホ
ー
ル
（
大
津
市
）

〈
願
書
受
付
期
間
〉８
月
１
日
㈮
〜
９

月
１
日
㈪

〈
願
書
受
付
・
問
い
合

わ
せ
先
〉

教
育
委
員
会
学
校
教
育

課
☎
０
７
７-

５
２
８-

４
５
７
６
番

子
ど
も
ガ
ラ
ス
工
芸
教
室

〈
内
容
〉廃
ガ
ラ
ス
を
利
用
し
て
コ
ッ

プ
を
作
る
こ
と
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
の

大
切
さ
を
考
え
ま
す
〈
対
象
〉小
学

４
〜
６
年
生
で
、
こ
の
教
室
に
初
め

て
参
加
す
る
人
〈
場
所
〉ガ
ラ
ス
工

房
エ
ヴ
ァ
グ
リ
ー
ン
（
古
沢
町
）
〈
日

時
〉８
月
５
日
㈫
、
同
７
日
㈭
の
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分
（
午

前
の
部
）
と
午
後
１
時
30
分
〜
同
４

時
30
分
（
午
後
の
部
）〈
定
員
〉両
日

と
も
午
前
・
午
後
の
部
各
10
人
（
先

着
順
）
〈
参
加
費
〉５
０
０
円
〈
持

ち
物
〉木
綿
製
の
軍
手
〈
申
込
受
付
〉

７
月
22
日
㈫
〜
（
平
日
の
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉快
適
環
境
づ
く
り

を
す
す
め
る
会
事
務
局
（

生
活
環

境
課
内
）
☎
◯　22　
１
４
１
１
番
内
線
１

７
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　27　
０
３
９
５
番

よ
い
歯
の
老
人
コ
ン
ク
ー
ル

〈
内
容
〉80
歳
に
な
っ
て
も
20
本
の
歯

を
残
そ
う
と
い
う
「
８は

ち

０ま
る

２に
ー

０ま
る

運
動
」

の
推
進
の
た
め
実
施
さ
れ
ま
す
。
９

月
14
日
㈰
午
前
９
時
30
分
か
ら

男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
近
江
八
幡
市
）

で
開
催
さ
れ
る
コ
ン
ク
ー
ル
と
「
よ

い
歯
の
健
康
老
人
大
学
」
講
座
に
参

加
し
ま
す
〈
応
募
資
格
〉70
歳
以
上

の
健
康
で
よ
い
歯
を
持
つ
人
〈
募

集
期
間
〉７
月
22
日
㈫
〜
８
月
22
日

㈮
〈
応
募
方
法
〉近
く
の
歯
科
医

院
、

健
康
管
理
課
、
彦
根
保
健
所

（
和
田
町
）
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉
健
康
管
理
課
☎

◯　24　
０
８
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　24　
５
８
７

０
番「

国
際
理
解
・
国
際
協
力
の

た
め
の
コ
ン
テ
ス
ト
」
作
品

▼
作
文
〈
対
象
〉中
学
生
〈
課
題
〉

「
私
た
ち
が
拓ひ

ら

く
未
来
の
国
連
」「
国

連
に
望
む
こ
と
」「
日
本
と
国
連
」

の
う
ち
い
ず
れ
か
〈
応
募
方
法
〉４

０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
４
枚
以
内
に

書
い
て
、
氏
名
、
住
所
、
学
校
名
、

学
年
、
年
齢
と
都
道
府
県
名
を
原
稿

用
紙
に
記
入
し
応
募
し
て
く
だ
さ
い

〈
期
限
〉９
月
10
日
㈬
（
必
着
）

▼
ポ
ス
タ
ー
〈
対
象
〉小
学
生
、
中

学
生
、
高
校
生
、
一
般
（
大
学
生
を

含
む
）〈
テ
ー
マ
〉「
私
た
ち
が
拓ひ

ら

く

未
来
の
国
連
」〈
応
募
方
法
〉小
学
生
、

中
学
生
は
４
ツ
切
以
下
、
高
校
生
、

一
般
は
半
切
ま
た
は
４
ツ
切
の
紙
に

描
い
て
、
裏
に
氏
名
、
住
所
、
学
校

名
、
学
年
、
年
齢
と
都
道
府
県
名
を

記
入
し
応
募
し
て
く
だ
さ
い
〈
期
限
〉

９
月
５
日
㈮
（
必
着
）

▼
共
通
〈
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

日
本
国
際
連
合
協
会
滋
賀
県
本
部

（
〒
５
２
０-

０
８
０
１
大
津
市
に
お
の
浜
一

丁
目
１-

20
㈶
滋
賀
県
国
際
協
会
内
）
☎
０

７
７-

５
２
６-

０
９
３
１
番

募　集

使
用
時
間
区
分
（
表
）
の
１
単
位
ま
で
を
限

度
と
し
ま
す
。

・
平
日
の
予
約
は
、
１
か
月
あ
た
り
使
用
時
間

区
分
の
６
単
位
ま
で
を
限
度
と
し
ま
す
。

・
右
の
限
度
以
上
に
予
約
し
た
い
と
き
は
、
毎

月
の
予
約
受
付
を
始
め
た
日
の
翌
日
以
降
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

同
課
☎
◯　22　
１
４
１
１
番
内

線
２
５
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　24　
８
５
１
７
番

返
済
方
法
の
変
更
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
マ
イ
ホ
ー
ム
新
築
資

金
な
ど
の
融
資
を
受
け
た
人
で
、
収
入
の
減
少

な
ど
の
理
由
で
返
済
が
難
し
く
な
っ
た
人
に
つ

い
て
、
返
済
方
法
の
変
更
な
ど
の
返
済
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
返
済
に
不
安
を
感
じ
て
い

る
人
な
ど
、
お
早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

住
宅
金
融
公
庫
大
阪
支
店
返

済
相
談
室
☎
０
６-
６
２
８
１-

９
２
８
４
番

庄
堺
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

利
用
予
約
の
受
付
場
所
が
変
わ
り
ま
す

現
在
、
庄
堺
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
毎
月
１

日
（
土
・
日
・
祝
日
に
重
な
る
と
き
は
そ
の
翌

日
以
降
の
平
日
）
か
ら

都
市
計
画
課
（
市
役

所
２
階
）
で
翌
月
の
月
末
ま
で
の
利
用
予
約
を

先
着
順
で
受
付
し
て
い
ま
す
。

８
月
１
日
か
ら
は
、
利
用
者
の
利
便
性
を
図

る
た
め
、
予
約
の
受
付
を
、
庄
堺
公
園
内
の
公

園
管
理
事
務
所
に
変
更
し
ま
す
。（
左
の
位
置

図
参
照
）
な
お
、
電
話
で
の
申
込
は
受
け
付
け

ま
せ
ん
。

▼
利
用
予
約
の
き
ま
り

・
毎
月
１
日
（
土
・
日
・
祝
日
に
重
な
る
と
き

は
そ
の
翌
日
以
降
の
平
日
）
か
ら
、
翌
月
の

月
末
ま
で
の
利
用
予
約
の
受
付
を
始
め
ま

す
。（
先
着
順
）

・
受
付
時
間
は
、
平
日
の
午
前
９
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
同
４
時
で
す
。

・
土
・
日
・
祝
日
の
予
約
は
、
１
か
月
あ
た
り
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８月３日㈰ ／ひこね市文化プラザ

グランドホールほか

9：30～12：00 全体会
○特別報告「障害者の自分が考える…

障害者って？」新
あら

木
き

正
まさ

之
ゆき

さん
○講演「人権・同和問題の痛みを知ろう」

元ニュースキャスター　江
え

森
もり

陽
よう

弘
こう

さん

※全体会には手話通訳、
要約筆記があります。

13：30～15：30 社会教育分野実践交流会

８月４日㈪ ／市内各地区公民館

9：00～12：00 学校教育分野分科会

※車は、できるだけ乗り合わせてお越しください。

問い合わせ先 教育委員会人権教育課
☎24-7971、FAX23-9190

江森陽弘さん

市内には、自治会館や個人の家などの一室に本を並べ
て開放している「地域文庫」が22か所（「子ども文庫」
８か所、「親子文庫」14か所）あります。子どもたちに、
本を読む楽しさや喜びを知ってもらい、そうした活動へ
の理解と参加を呼びかけるイベントです。
日　時 ７月26日㈯　13：30～16：00
場　所 市立図書館
内　容 地域文庫の設置場所や活動、おすすめの本を紹
介する展示のほか、盛りだくさんのお楽しみがありま
す。
①読み聞かせ「こわいおはなし大集合」
②わらべ歌で遊ぼう
③手作り遊び（昔の遊び）コーナー
缶ぽっくり、竹とんぼ、お手玉、ハンカチ遊び、大き
なシャボン玉づくりなど
④雑誌リサイクルコーナー
図書館で不要になった雑誌を提供します。
持ち物 空き缶２個（缶ぽっくり用）、大きいハンカチ
１枚（ハンカチ遊び用）、水筒
参加費 無料
問い合わせ先 市立図書館☎22-0649、FAX26-0300

最
近
、
県
内
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
、
利
用
し
た

覚
え
の
な
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ア
ダ
ル
ト
情
報
の
料

金
支
払
い
や
、
借
り
た
覚
え
の
な
い
借
金
の
返
済
を
求

め
る
「
架
空
請
求
」
の
相
談
が
激
増
し
て
い
ま
す
。

突
然
、
聞
い
た
こ
と
も
な
い
業
者
か
ら
郵
便
、
電
報
、

電
話
、
メ
ー
ル
な
ど
で
「
至
急
連
絡
し
な
け
れ
ば
取
り

立
て
に
行
く
」「
家
族
や
親
せ
き
か
ら
も
回
収
す
る
」

と
言
っ
て
支
払
い
を
迫
っ
て
く
る
の
で
す
。

こ
う
し
た
架
空
請
求
が
あ
っ
た
ら
、
次
の
４
点
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

❶
利
用
し
た
（
借
り
た
）
覚
え
の
な
い
請
求
は
無
視
し

て
支
払
わ
な
い
。

・
架
空
か
も
し
れ
な
い
が
、
念
の
た
め
家
族
で
確

認
し
合
う
。

・
た
と
え
脅
す
よ
う
な
言
葉
が
あ
っ
て
も
、
不
安

が
ら
ず
毅き

然ぜ
ん

と
し
て
冷
静
に
対
応
す
る
。

❷
電
話
を
掛
け
る
よ
う
に
指
示
が
あ
っ
て
も
、
掛
け
て

は
い
け
な
い
。

・
業
者
に
電
話
番
号
な
ど
の
新
た
な
個
人
情
報
を

知
ら
れ
る
と
、
別
の
手
段
を
使
っ
て
請
求
し
て

く
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
個
人
情
報
は
む
や
み

に
提
供
し
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。

❸
後
で
証
拠
に
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
請
求
の
は
が

き
な
ど
は
捨
て
な
い
で
保
管
し
て
お
く
。

❹
根
拠
の
な
い
悪
質
な
取
り
立
て
が
く
り
返
さ
れ
る
と

き
は
、
警
察
に
届
け
る
。

問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課
消
費
生
活
相
談
窓

口
☎
◯　22　
１
４
１
１
番
内
線
１
７
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
☎
◯　27　

０
３
９
５
番

資
源
化
で
き
る
ご
み
は
ど
う
な
る
の
？

圧
縮
・
梱
包
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
（
資
源
化

物
）
は
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
者
の
工
場
に
運
ば
れ
ま
す
。

そ
こ
で
は
文
房
具
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
を
作
る

工
業
用
原
材
料
や
、
燃
料
に
再
生
加
工
さ
れ
、
新
た
な

「
資
源
」
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

正
し
く
分
別
し
ま
し
ょ
う

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
だ
け
で
な
く
、

清
掃
セ
ン

タ
ー
の
「
缶
・
金
属
類
」「
び
ん
類
」「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」

の
資
源
化
施
設
で
は
、
人
の
手
に
よ
っ
て
異
物
を
取
り

除
い
て
い
ま
す
。

技
術
が
進
歩
し
た
現
代
で
も
、
人
の
手
に
よ
る
選
別

に
勝
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。ご
み
が
汚
れ
て
い
た
り
、

正
し
く
分
別
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
す
る
と
、
作
業
効

率
が
低
下
し
、
さ
ら
に
は
廃
棄
す
る
量
が
増
え
、
リ
サ

イ
ク
ル
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
汚
れ
を
と
り
、
ご
み
を

正
し
く
分
別
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

清
掃
セ
ン
タ
ー
施
設
課
☎
◯　24　
３

８
７
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　24　
２
８
５
０
番

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
資
源
化
に
向
け
た
連
載
の

２
回
目
で
す
。
今
日
は
回
収
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
が
資
源
化
さ
れ
る
ま
で
の
流
れ
を
た
ど
り
ま
す
。

皆
さ
ん
ご
存
じ
で
し
た
か
？

今
ま
で
の
処
理
の
方
法

現
在
、
燃
や
せ
な
い
ご
み
と
し
て
収
集
し
て
い
る

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
」
は
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
の「
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
減
容
装
置
」
に
搬
入
さ
れ
ま
す
。
そ

こ
で
加
熱
し
て
柔
ら
か
く
し
た
後
、
圧
縮
し
て
容
積
を

小
さ
く
し
、
埋
め
立
て
処
分
を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し

こ
の
中
に
は
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

10
月
か
ら
は
こ
う
変
わ
り
ま
す

10
月
１
日
か
ら
は
、「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
」
は
、
左

の
図
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
ま
す
。

ま
ず
、
収
集
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
資
源
化

施
設
に
搬
入
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
資
源
化
で
き
る

も
の
と
で
き
な
い
も
の
に
分
け
る
作
業
を
人
の
手
に
よ

っ
て
行
い
ま
す
。

次
に
資
源
化
で
き
る

も
の
は
圧
縮
・
梱
包

こ
ん
ぽ
う

す

る
装
置
に
運
び
、
一
辺

が
１
ｍ
の
サ
イ
コ
ロ
状

に
圧
縮
成
型
し
、
運
び

や
す
い
よ
う
に
フ
ィ
ル

ム
で
包
装
す
る
な
ど
の

加
工
を
し
ま
す
。
一
方
、

資
源
化
で
き
な
い
も
の

や
異
物
は
各
処
理
施
設

で
処
理
し
ま
す
。
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健康管理だより

前ま
え

川が
わ

文あ
や

音ね

ち
ゃ
ん

︵
西
今
町
︶

斉さ
い

藤と
う

わ
か
ば
ち
ゃ
ん

︵
開
出
今
町
︶

近こ
ん

藤ど
う

蒼
あ
お
い

ち

ゃ

ん

︵
戸
賀
町
︶

※臨時の収集については、早めにお申し込みくだ
さい。（臨時の収集は、原則として毎週火・金
曜日に実施します。）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前後す
ることがありますが、ご了承ください。

８月前半

４日(月)、11日(月)

日・曜日

６日㈬

７日㈭

５日㈫

８日㈮

12日㈫

13日㈬

15日㈮

14日㈭

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 中 央 部
葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
農 協 鳥 居 本 支 店
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
川 瀬 馬 場 町 農 協 観 光 前
河 瀬 地 区 公 民 館
多 景 保 育 園 横
長 曽 根 町
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部
楡 公 民 館
昭 和 ア ル ミ 茂 賀 ハ イ ツ
広 　 野 　 会 　 館

農 協 福 満 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
オ ー ミ 緑 化 造 園

鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０

１３：２０
１４：１０
１５：００

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【8月前半】

※駐車場での駐車時間は、30～40分間です。

図書館やたちばな号の利用は無料です。

図書館休館日
８月前半

幸、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ツ川）、安清、芹、野田山、
正法寺、地蔵、平田（大沢）、西今（松田団地）

松原一丁目、松原二丁目、安清、外、野田山、正法寺、地蔵、平田
（大沢）、西今（松田団地）

原（原町西団地）、西沼波（東部）、和田、外、里根、戸賀、小泉、本
町一丁目、本町二丁目、本町三丁目

山之脇、芹川、幸、大藪、馬場一丁目、馬場二丁目、長曽根、中央
（第１・４部）、銀座、芹橋一丁目（河原二丁目の一部を含む）、芹橋
二丁目

幸、開出今蔵の町団地、八坂東団地、芹川、城町一丁目、城町二丁
目、栄町一丁目、栄町二丁目、池州、中藪一丁目、中藪二丁目、中
藪、西今（松田団地を除く）、開出今団地（第３部）、八坂北、三津

開出今蔵の町団地、八坂東団地、後三条（下）、長曽根南、平田（大
沢を除く）、西今（松田団地を除く）、宇尾、三津屋、海瀬、肥田（西
肥田）

開出今団地（第１部）、後三条（下）、中央（第２・３部）、立花、金亀、
尾末、平田（大沢を除く）、西今（松田団地を除く）、宇尾、野瀬、須
越、肥田（西肥田）

後三条（下）、佐和、大東、旭、船、元、立花、京町三丁目、平田
（大沢を除く）、野瀬、開出今、須越、出路、田原、金沢（金沢団地）

佐和、後三条（上）、京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、錦
（第１部）、橋向、須越、竹ヶ鼻、開出今、上稲葉、下稲葉、本庄、
普光寺、薩摩、田附、新海、金沢（林・中下）

４日㈪

５日㈫

６日㈬

７日㈭

８日㈮

１１日㈪

１２日㈫

１３日㈬

１４日㈭

機

能

訓

練

（
リ
ハ
ビ
リ
教
室
）

対
象
者

次
の
❶
、
❷
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す

る
人

❶
40
歳
以
上
で
脳
血
管
疾
患
な
ど
の
病
気
で

体
の
機
能
が
低
下
し
て
い
て
①
軽
度
障
害

（
介
助
な
し
で
外
出
で
き
る
等
）
が
あ
る

が
介
護
保
険
の
申
請
を
し
て
い
な
い
人

ま
た
は
②
介
護
保
険
に
該
当
し
な
い
人

❷
通
所
可
能
ま
た
は
自
力
で
送
迎
バ
ス
に
乗

り
降
り
で
き
る
人

内
　
容

集
団
体
操
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
日
　
時

毎
週
金
曜
日
の
午
後

場
　
所

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

料
　
金

無
料

※
希
望
者
に
は
送
迎
も
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

健
康
管
理
課
☎
◯　24　
０
８
１

６
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　24　
５
８
７
０
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表
紙
の
こ
と
ば

表紙では、「住みたい 住み続けたいま
ち」彦根の表情を写真で紹介しています。
写真をお持ちでない場合は、 情報政策
課広報係で撮影します。☎22-1411（内
線431）へ気軽に連絡してください。

北庭の前に立つ北川さん

北
川
宗
暢

そ
う
ち
ょ
う

さ
ん
︵
古
沢
町
︶

龍
潭
寺

り
ょ
う
た
ん
じ

の
庭
に
は
、
樹
齢
４
０
０
年
を

越
え
る
沙
羅

し

ゃ

ら

の
樹き

を
始
め
、
多
く
の
植
物

が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
多
く

は
修
行
に
訪
れ
た
僧
が
全
国
各
地
か
ら
持

ち
寄
っ
た
も
の
で
、
四
季
折
々
の
花
が
咲

く
ほ
か
、
夏
に
は
新
緑
、
秋
に
は
紅
葉
な

ど
が
庭
を
彩
り
ま
す
。

か
つ
て
龍
潭
寺
は
、「
園
頭
科

お

ん

ず

か

」
と
い

う
現
代
で
い
う
造
園
学
が
盛
ん
で
、
多
い

時
に
は
２
０
０
人
を
越
え
る
修
行
僧
が
い

ま
し
た
。
今
あ
る
建
物
や
庭
も
、
先
人
た

ち
が
長
い
時
間
を
か
け
て
造
り
、
守
っ
て

き
た
も
の
で
す
が
、
今
も
変
わ
ら
ず
往
時

の
趣

お
も
む
きを
伝
え
て
い
ま
す
。

表
紙
の
写
真
は
、龍
潭
寺
の
庭
の
一
つ
、

「
北
庭
」
で
す
。
変
化
の
激
し
い
現
在
の

社
会
で
す
が
、こ
の
庭
を
眺
め
て
い
る
と
、

い
つ
の
時
代
も
変
わ
ら
ず
守
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。

今月の納税

固定資産税（第２期）
７月31日㈭までに納めましょう。

特選作品紹介
最　終　回

山
やま

口
ぐち

裕
ゆ

美
み

さん
（南中学校２年）

千
ち

川
かわ

岳
たけ

志
し

さん
（城南小学校５年）

標
語
・
小
学
生
の
部学年は応募時のものです。


